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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第97期
第２四半期
連結累計期間

第98期
第２四半期
連結累計期間

第97期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 49,163 50,489 107,741

経常利益 (百万円) 2,721 2,954 4,730

四半期(当期)純利益 (百万円) 835 1,695 1,638

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,295 △151 △833

純資産額 (百万円) 68,528 68,339 69,412

総資産額 (百万円) 134,961 134,725 136,145

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 10.03 20.36 19.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.7 49.8 50.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,040 7,505 7,932

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,055 △1,131 △3,768

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,886 △2,843 △6,627

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 12,400 15,263 11,721

　

回次
第97期
第２四半期
連結会計期間

第98期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.61 8.79

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　第97期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災による停滞から回復の兆しが見ら

れるものの、円高や株価下落の影響による企業収益の悪化に加え、欧州の財政不安や米国経済の減速懸念

から、景気は不透明な状況で推移してまいりました。

　このような経済情勢のもと、当社グループにおきましては、銅価が高水準で推移しましたこと等から、売

上高は504億８千９百万円（前年同四半期比2.7％増）、経常利益は29億５千４百万円（前年同四半期比

8.6％増）と前年同四半期を上まわり、税金費用等が減少しましたことから、四半期純利益は16億９千５

百万円（前年同四半期比102.9％増）と前年同四半期に比べ大幅に向上いたしました。

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

[資源事業]

（鉱石部門）

鉱石部門につきましては、砕石等の販売が増加しましたものの、主力生産品である石灰石の販売が軟

調に推移しました結果、売上高は227億６千４百万円と前年同四半期に比べ１億４千１百万円

（0.6％）減少いたしました。

　営業利益は、石灰石が減益となりましたことに加え、連結子会社の業績が低下しましたことから、16億

７千８百万円と前年同四半期に比べ７億２百万円（29.5％）減少いたしました。

　

（金属部門）

金属部門につきましては、銅価が高水準で推移しましたことから、売上高は223億１千６百万円と前

年同四半期に比べ13億２千８百万円（6.3％）増加いたしました。

　営業利益は、アタカマ銅鉱山の増益等により、８億３百万円（前年同四半期は営業損失４百万円）と

前年同四半期に比べ改善いたしました。

　

[機械・環境事業] 

機械・環境事業につきましては、販売が概ね前年同四半期なみとなりましたことから、売上高は40億

４千８百万円と前年同四半期に比べ３百万円（0.1％）増加しましたものの、環境部門の物流コスト増

加等により、営業利益は３億１千４百万円と前年同四半期に比べ６千３百万円（16.7％）減少いたし

ました。

[不動産事業] 

不動産事業につきましては、前年８月より新規賃貸物件が稼働しましたことから、売上高は13億６千
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万円と前年同四半期に比べ１億３千５百万円（11.1％）増加し、営業利益は７億２千６百万円と前年

同四半期に比べ９千９百万円（15.9％）増加いたしました。

　

(2) 財政状態の分析

①　資産の部 

当第２四半期連結会計期間末における資産の部の合計は、前連結会計年度末に比べ14億２千万円

（1.0％）減少し、1,347億２千５百万円となりました。 

　流動資産につきましては、売掛金が減少しましたものの、現金及び預金や金属在庫の増加により、前連結

会計年度末に比べ38億７千万円（6.8％）増加し、608億７千３百万円となりました。 

　固定資産につきましては、保有株式の時価下落に伴う投資有価証券の減少等により、前連結会計年度末

に比べ52億９千万円（6.7％）減少し、738億５千１百万円となりました。

 

②　負債の部

当第２四半期連結会計期間末における負債の部の合計は、前連結会計年度末に比べ３億４千７百万円

（0.5％）減少し、663億８千５百万円となりました。 

　流動負債につきましては、１年以内に返済予定の長期借入金及び買掛金の増加により、前連結会計年度

末に比べ42億７千２百万円（15.0％）増加し、326億９千６百万円となりました。 

　固定負債につきましては、長期借入金及び繰延税金負債の減少により、前連結会計年度末に比べ46億２

千万円（12.1％）減少し、336億８千８百万円となりました。 

 

③　純資産の部

当第２四半期連結会計期間末における純資産の部の合計は、利益剰余金が増加しましたものの、その他

有価証券評価差額金の減少により、前連結会計年度末に比べ10億７千２百万円（1.5％）減少し、683億３

千９百万円となりました。 

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計期

間末に比べ35億４千１百万円（30.2％）増加し、152億６千３百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利

益29億２千１百万円、減価償却費26億８千６百万円を計上し、売上債権の減少等により、営業活動によっ

て得られた資金は75億５百万円となり、前年同四半期に比べ24億６千５百万円（48.9％）増加いたしま

した。　

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得によ

る支出により、投資活動に要した資金は11億３千１百万円となり、前年同四半期に比べ９億２千３百万円

（45.0％）減少いたしました。　

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済等により、財
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務活動に要した資金は28億４千３百万円となり、前年同四半期に比べ20億４千２百万円（41.8％）減少

いたしました。　

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　　

(5) 研究開発活動

　　当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億５千６百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 83,523,19583,523,195
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 83,523,19583,523,195― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年９月30日 ― 83,523,195 ― 4,176 ― 6,149
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

新日本製鐵株式會社 東京都千代田区丸の内２丁目６番１号 12,379 14.82

財団法人　日鉄鉱業奨学会 東京都新宿区三栄町10番地 6,411 7.68

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 5,192 6.22

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 4,809 5.76

株式会社　みずほコーポレート銀行
（常任代理人　資産管理サービス信託
銀行㈱）

東京都千代田区丸の内１丁目３番３号
（東京都中央区晴海１丁目８番12号）

2,941 3.52

株式会社　三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 2,903 3.48

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE
PORTFOLIO（常任代理人　シティバン
ク銀行㈱）

388 GREENWICH STREET, NY, NY 10013,
USA（東京都品川区東品川２丁目３番14
号）

2,032 2.43

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,753 2.10

日鉄鉱業持株会 東京都千代田区丸の内２丁目３番２号 1,566 1.88

株式会社　三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,398 1.67

計 ― 41,386 49.55

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 6,562千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 5,192千株

２　株式会社みずほフィナンシャルグループを代表して株式会社みずほコーポレート銀行から平成23年６月22日

付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により、平成23年６月15日現在で以下の株式を保有している旨

の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができており

ません。

　なお、当該報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所

所有株式数　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

株式会社　みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 2,941 3.52

みずほ証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目５番１号 267 0.32

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２番１号 988 1.18

計 ― 4,196 5.02

３　所有株式数の表示は、千株未満を切り捨てて記載し、所有株式数の割合表示は、小数第３位を四捨五入して記載

しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)
普通株式  

250,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式

82,809,000
82,809同上

単元未満株式
普通株式

464,195
― 同上

発行済株式総数 83,523,195― ―

総株主の議決権 ― 82,809 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が321株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
日鉄鉱業株式会社

東京都千代田区丸の内
２丁目３番２号

250,000 ― 250,000 0.30

計 ― 250,000 ― 250,000 0.30

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,911 15,452

受取手形及び売掛金 22,350 20,525

有価証券 51 30

商品及び製品 3,413 4,594

仕掛品 10,568 11,949

原材料及び貯蔵品 1,199 1,257

その他 7,548 7,078

貸倒引当金 △39 △15

流動資産合計 57,003 60,873

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,951 21,136

その他（純額） 22,851 22,400

有形固定資産合計 44,802 43,537

無形固定資産 2,491 2,351

投資その他の資産

投資有価証券 25,974 21,960

その他 6,337 6,431

貸倒引当金 △464 △429

投資その他の資産合計 31,847 27,962

固定資産合計 79,142 73,851

資産合計 136,145 134,725

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,202 14,173

短期借入金 7,973 8,719

未払法人税等 705 851

引当金 786 744

資産除去債務 249 264

その他 7,507 7,943

流動負債合計 28,424 32,696

固定負債

社債 2,000 2,000

長期借入金 15,645 13,178

引当金 1,484 1,372

資産除去債務 2,974 2,965

その他 16,204 14,172

固定負債合計 38,309 33,688

負債合計 66,733 66,385
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,176 4,176

資本剰余金 6,149 6,149

利益剰余金 51,437 52,841

自己株式 △124 △124

株主資本合計 61,639 63,042

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,257 5,681

繰延ヘッジ損益 △86 77

為替換算調整勘定 △1,697 △1,695

その他の包括利益累計額合計 6,473 4,063

少数株主持分 1,299 1,233

純資産合計 69,412 68,339

負債純資産合計 136,145 134,725
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 49,163 50,489

売上原価 38,724 39,131

売上総利益 10,439 11,358

販売費及び一般管理費 ※
 7,664

※
 8,188

営業利益 2,774 3,170

営業外収益

受取利息 43 46

受取配当金 335 349

持分法による投資利益 － 5

その他 211 133

営業外収益合計 590 534

営業外費用

支払利息 290 258

有価証券売却損 － 1

持分法による投資損失 30 －

為替差損 － 110

その他 322 379

営業外費用合計 643 749

経常利益 2,721 2,954

特別利益

固定資産売却益 64 58

貸倒引当金戻入額 41 －

その他 1 11

特別利益合計 107 69

特別損失

固定資産除売却損 92 55

減損損失 244 －

訴訟関連損失 42 34

その他 121 13

特別損失合計 500 103

税金等調整前四半期純利益 2,328 2,921

法人税、住民税及び事業税 748 1,076

法人税等調整額 461 △393

法人税等合計 1,210 683

少数株主損益調整前四半期純利益 1,117 2,238

少数株主利益 282 542

四半期純利益 835 1,695
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,117 2,238

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,352 △2,575

繰延ヘッジ損益 102 153

為替換算調整勘定 △167 22

持分法適用会社に対する持分相当額 4 9

その他の包括利益合計 △3,413 △2,389

四半期包括利益 △2,295 △151

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,552 △715

少数株主に係る四半期包括利益 257 563
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,328 2,921

減価償却費 2,886 2,686

減損損失 244 －

受取利息及び受取配当金 △378 △395

支払利息 290 258

売上債権の増減額（△は増加） △911 2,042

たな卸資産の増減額（△は増加） △746 △2,631

仕入債務の増減額（△は減少） 850 2,971

その他 837 225

小計 5,401 8,078

利息及び配当金の受取額 374 395

利息の支払額 △306 △301

法人税等の支払額 △485 △724

法人税等の還付額 56 58

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,040 7,505

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,123 △1,171

その他 68 40

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,055 △1,131

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,277 △1,280

長期借入れによる収入 1,330 607

長期借入金の返済による支出 △3,951 △1,019

配当金の支払額 △291 △291

少数株主への配当金の支払額 △424 △629

その他 △271 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,886 △2,843

現金及び現金同等物に係る換算差額 7 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,894 3,541

現金及び現金同等物の期首残高 14,295 11,721

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 12,400

※
 15,263
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

保証総額 (連結会社負担額） 保証総額 (連結会社負担額）

いわき共同タンカル㈱ 123 (23)百万円いわき共同タンカル㈱ 84 (15)百万円

函館生コンクリート協
同組合

49 (3)
函館生コンクリート協
同組合

44 (3)

計 172 (27) 　 128 (19)

　

(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

運賃諸掛 2,961百万円 3,229百万円

給料賃金 1,694 1,710

賞与引当金繰入額 368 391

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金勘定 12,619百万円 15,452百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △249 △220

有価証券 30 30

現金及び現金同等物 12,400 15,263
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 291 3.5平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月５日
取締役会

普通株式 291 3.5平成22年９月30日 平成22年11月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 291 3.5平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月４日
取締役会

普通株式 291 3.5平成23年９月30日 平成23年11月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
鉱石
(百万円)

金属
(百万円)

機械・環境
(百万円)

不動産
(百万円)

合計
(百万円)

調整額
(百万円)
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
(百万円)
（注２）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 22,90520,9884,045 1,22449,163 ― 49,163

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

119 ― 442 18 580 △580 ―

計 23,02520,9884,488 1,24249,744△580 49,163

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

2,381 △4 377 626 3,381 △606 2,774

(注)１ セグメント利益又はセグメント損失の調整額△606百万円には、内部取引の相殺消去額32百万円、未実現損益の

消去額△62百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△577百万円が含まれております。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　
鉱石
(百万円)

金属
(百万円)

機械・環境
(百万円)

不動産
(百万円)

合計
(百万円)

調整額
(百万円)
（注１）

四半期連結損益
計算書計上額
(百万円)
（注２）

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 22,76422,3164,048 1,36050,489 ― 50,489

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

206 ― 382 17 606 △606 ―

計 22,97122,3164,431 1,37751,096△606 50,489

セグメント利益 1,678 803 314 726 3,522 △352 3,170

(注)１ セグメント利益の調整額△352百万円には、内部取引の相殺消去額21百万円、貸倒引当金の調整額△１百万円、未

実現損益の消去額294百万円、報告セグメントに配分していない全社費用△667百万円が含まれております。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、試験研究費及び探鉱費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10円３銭 20円36銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(百万円) 835 1,695

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 835 1,695

普通株式の期中平均株式数(千株) 83,284 83,273

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

第98期（平成23年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当につきましては、平成23年11月４日開

催の取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当

を行うことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　291百万円

②　１株当たり中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　平成23年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２３年１１月１０日

日鉄鉱業株式会社
取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　明　　典　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　種　　村　　　　　隆　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　原　　山　　精　　一　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ
ている日鉄鉱業株式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の
第２四半期連結会計期間(平成２３年７月１日から平成２３年９月３０日まで)及び第２四半期連
結累計期間(平成２３年４月１日から平成２３年９月３０日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな
わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に
準拠して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による
重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連
結財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対
して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続
は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表
の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一
般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日鉄鉱業株式会社及び連結
子会社の平成２３年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計
期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以  上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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